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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可燃性炭素質熱源と、
　エアロゾル形成基体と、
　前記可燃性炭素質熱源の下流で前記エアロゾル発生物品の外側表面上に提供される熱イ
ンジケータであって、前記熱インジケータの温度が第１のスイッチング温度まで上昇する
ときに第１の可逆性可視色変化、および前記熱インジケータの前記温度が第２のスイッチ
ング温度に下降するときに第２の可逆性可視色変化を経る少なくとも１つの可逆性サーモ
クロミック材料を含む、熱インジケータと、を含み、
　前記第１のスイッチング温度は約８０℃未満であり、前記第２のスイッチング温度は前
記第１のスイッチング温度以下である、エアロゾル発生物品。
【請求項２】
　前記第１のスイッチング温度は約３０℃～約８０℃である、請求項１に記載のエアロゾ
ル発生物品。
【請求項３】
　前記第１のスイッチング温度は約３０℃～約６０℃である、請求項２に記載のエアロゾ
ル発生物品。
【請求項４】
　前記第２のスイッチング温度は前記第１のスイッチング温度よりも約３℃～約１５℃低
い、請求項１～３のいずれか１項に記載のエアロゾル発生物品。
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【請求項５】
　前記第２のスイッチング温度は前記第１のスイッチング温度よりも約５℃～約１２℃低
い、請求項４に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項６】
　前記熱インジケータは、前記熱インジケータの前記温度が前記第１のスイッチング温度
まで上昇するときに着色状態から実質的に無色状態への第１の可逆性可視色変化、および
前記熱インジケータの前記温度が前記第２のスイッチング温度に下降するときに前記実質
的に無色状態から前記着色状態への第２の可逆性可視色変化を経る少なくとも１つの可逆
性サーモクロミック材料を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載のエアロゾル発生物
品。
【請求項７】
　前記熱インジケータの位置および前記第２のスイッチング温度は、使用時に、前記少な
くとも１つのサーモクロミック材料の前記第２の可逆性可視色変化が、前記可燃性炭素質
熱源の前記前端面の前記温度が約３００℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供す
るようになっている、請求項１～６のいずれか１項に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料は、ロイコ染料を含む、請求項１～
７のいずれか１項に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項９】
　前記熱インジケータは、少なくとも１つの非サーモクロミック着色材料をさらに含む、
請求項１～８のいずれか１項に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項１０】
　前記エアロゾル形成基体は前記可燃性炭素質熱源の下流にあり、前記熱インジケータは
、前記エアロゾル形成基体の下流で前記エアロゾル発生物品の外側表面上に提供される、
請求項１～９のいずれか１項に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項１１】
　前記熱インジケータは、前記可燃性炭素質熱源の少なくとも約１５ミリメートル下流に
ある、請求項１～１０のいずれか１項に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項１２】
　前記熱インジケータは、前記可燃性炭素質熱源の約１５ミリメートル～約４５ミリメー
トル下流にある、請求項１～１１のいずれか１項に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項１３】
　可燃性炭素質熱源とエアロゾル形成基体を含むエアロゾル発生物品が使用後に廃棄され
る準備が整ったことをユーザーに視覚的に通知する方法であって、
　前記可燃性炭素質熱源の下流で前記エアロゾル発生物品の外側表面上に熱インジケータ
を提供することを含み、前記熱インジケータは、前記熱インジケータの温度が第１のスイ
ッチング温度を上回って上昇するときに第１の可逆性可視色変化、および前記熱インジケ
ータの前記温度が第２のスイッチング温度未満に下降するときに第２の可逆性可視色変化
を経る少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料を含み、前記第１のスイッチング温
度は約８０℃未満であり、前記第２のスイッチング温度は前記第１のスイッチング温度以
下であり、
　前記熱インジケータの前記位置および前記第２のスイッチング温度は、使用時に、少な
くとも１つの可逆性サーモクロミック材料の前記第２の可逆性可視色変化が、前記可燃性
炭素質熱源の前記前端面の温度が約３００℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供
するようにされる、方法。
【請求項１４】
　前記第１のスイッチング温度は約３０℃～約６０℃である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２のスイッチング温度は前記第１のスイッチング温度よりも約３℃～約１５℃低
い、請求項１３または１４に記載の方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱インジケータを有するエアロゾル発生物品に関する。特に、本発明は、可
燃性炭素質熱源、エアロゾル形成基体、およびその外側表面上に提供された熱インジケー
タを含むエアロゾル発生物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　たばこが燃焼するよりはむしろ加熱される多くの喫煙物品が、当技術分野において提唱
されてきた。このような「加熱式」喫煙物品の１つの目的は、従来的な紙巻たばこにおけ
るたばこの燃焼および熱分解によって生成されるタイプの公知の有害な煙成分を低減する
ことである。加熱式喫煙物品の１つの公知のタイプにおいて、エアロゾルは可燃性炭素質
熱源から物理的に分離されたエアロゾル形成基体への熱伝達によって生成される。エアロ
ゾル形成基体は可燃性炭素質熱源の中、周り、または下流に位置してもよい。喫煙中、揮
発性化合物は可燃性炭素質熱源からの熱伝達によってエアロゾル形成基体から放出され、
喫煙物品を通して引き出された空気中に混入される。放出された化合物が冷えるにつれて
、これらは、凝縮してユーザーによって吸入されるエアロゾルを形成する。
【０００３】
　たとえば、ＷＯ－Ａ２－２００９／０２２２３２号は、可燃性炭素質熱源、可燃性炭素
質熱源の下流のエアロゾル形成基体、ならびに可燃性炭素質熱源の後方部分およびエアロ
ゾル形成基体の隣接する前方部分の周りにあり、かつそれらと直接接触する熱伝導性要素
を備える喫煙物品を開示している。
【０００４】
　ＷＯ－Ａ２－２００９／０２２２３２に開示されるタイプのエアロゾル発生物品の可燃
性炭素質熱源は、消火後も非常に高温のままとなることがある。可燃性炭素質熱源を含む
エアロゾル発生物品の使用後、ユーザーは可燃性炭素質熱源がいつ消火するか分からない
場合がある。
【０００５】
　可燃性炭素質熱源が消火され、エアロゾル発生物品を廃棄するのに十分に冷却された時
についての視覚的サインをユーザーに提供する、可燃性炭素質熱源を含むエアロゾル発生
物品を提供することが望ましい。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明によると、可燃性炭素質熱源と、エアロゾル形成基体と、可燃性炭素質熱源の下
流でエアロゾル発生物品の外側表面上に提供される熱インジケータと、を備えるエアロゾ
ル発生物品が提供されており、ここで熱インジケータは、熱インジケータの温度が第１の
スイッチング温度まで上昇するときに第１の可逆性可視色変化、および熱インジケータの
温度が第２のスイッチング温度になるときに第２の可逆性可視色変化を経る少なくとも１
つの可逆性サーモクロミック材料を含み、第２のスイッチング温度は第１のスイッチング
温度以下である。
【０００７】
　有利には、本発明によると、可燃性炭素質熱源と、エアロゾル形成基体と、可燃性炭素
質熱源の下流でエアロゾル発生物品の外側表面上に提供される熱インジケータと、を備え
るエアロゾル発生物品が提供されており、ここで熱インジケータは、熱インジケータの温
度が第１のスイッチング温度まで上昇するときに第１の可逆性可視色変化、および熱イン
ジケータの温度が第２のスイッチング温度に下降するときに第２の可逆性可視色変化を経
る少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料を含み、第１のスイッチング温度は約８
０℃未満であり、第２のスイッチング温度は第１のスイッチング温度以下である。
【０００８】
　以下にさらに詳述するように、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料の第２の
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可逆性可視色変化は、エアロゾル発生物品の可燃性炭素質熱源がエアロゾル発生物品を廃
棄するのに十分に冷却される時についての視覚的通知をユーザーに有利に提供する。
【０００９】
　有利には、熱インジケータの位置および第２のスイッチング温度は、使用時に、少なく
とも１つの可逆性サーモクロミック材料の第２の可逆性可視色変化が、可燃性炭素質熱源
の前端面の温度が、例えば紙およびその他の類似の可燃性材料の発火温度を下回っている
との視覚的通知をユーザーに提供するようになっている。
【００１０】
　有利には、熱インジケータの位置および第２のスイッチング温度は、使用時に、少なく
とも１つの可逆性サーモクロミック材料の第２の可逆性可視色変化が、可燃性炭素質熱源
の前端面の温度が約３００℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供するようになっ
ている。
【００１１】
　別段の記載がない限り、本明細書に提供される可燃性炭素質熱源の前端面の温度は、赤
外線（ＩＲ）カメラを使用して測定される表面温度である。あるいは、可燃性炭素質熱源
の前端面の温度は、可燃性炭素質熱源の前端面と接触している熱電対を使用して測定され
てもよい。
【００１２】
　本発明によると、可燃性炭素質熱源とエアロゾル形成基体を含むエアロゾル発生物品が
、使用後に廃棄される準備が整ったことをユーザーに視覚的に通知するための方法も提供
されており、この方法は、可燃性炭素質熱源の下流でエアロゾル発生物品の外側表面上に
熱インジケータを提供することを含み、ここで熱インジケータは熱インジケータの温度が
第１のスイッチング温度まで上昇するときに第１の可逆性可視色変化、および熱インジケ
ータの温度が第２のスイッチング温度に下降するときに第２の可逆性可視色変化を経る少
なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料を含み、第１のスイッチング温度は約８０℃
未満であり、第２のスイッチング温度は第１のスイッチング温度以下であり、熱インジケ
ータの位置および第２のスイッチング温度は、使用時に、少なくとも１つの可逆性サーモ
クロミック材料の第２の可逆性可視色変化が、可燃性炭素質熱源の前端面の温度が約３０
０℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供するようになっている。
【００１３】
　有利には、熱インジケータの位置および第２のスイッチング温度は、使用時に、少なく
とも１つの可逆性サーモクロミック材料の第２の可逆性可視色変化が、可燃性炭素質熱源
の前端面の温度が約２５０℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供するようにして
もよい。
【００１４】
　熱インジケータの位置および第２のスイッチング温度は、使用時に、少なくとも１つの
可逆性サーモクロミック材料の第２の可逆性可視色変化が、可燃性炭素質熱源の前端面の
温度が約２００℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供するようにしてもよい。
【００１５】
　熱インジケータの位置および第２のスイッチング温度は、使用時に、少なくとも１つの
可逆性サーモクロミック材料の第２の可逆性可視色変化が、可燃性炭素質熱源の前端面の
温度が約１５０℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供するようにしてもよい。
【００１６】
　熱インジケータの位置および第２のスイッチング温度は、使用時に、少なくとも１つの
可逆性サーモクロミック材料の第２の可逆性可視色変化が、可燃性炭素質熱源の前端面の
温度が約１００℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供するようにしてもよい。
【００１７】
　有利には、熱インジケータの位置および第２のスイッチング温度は、使用時に、少なく
とも１つの可逆性サーモクロミック材料の第２の可逆性可視色変化が、可燃性炭素質熱源
の前端面の温度が約５０℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに提供するようにしても
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よい。
【００１８】
　本発明に関連して本明細書に使用される場合、「炭素質」という用語は、炭素を含む可
燃性熱源を記述するために使用される。
【００１９】
　本発明に関連して本明細書に使用される場合、「エアロゾル形成基体」という用語は、
エアロゾルを形成することができる揮発性化合物を加熱に伴い放出することができる基体
を記述するために使用される。本発明によるエアロゾル発生物品のエアロゾル形成基体か
ら生成されるエアロゾルは、見えても、または見えなくてもよく、蒸気（例えば、気状で
ある物質の微粉は室温にて通常、液体または固体である）、ならびに気体および凝縮され
た蒸気の液体の小滴を含んでもよい。
【００２０】
　エアロゾル形成基体は、揮発性化合物を加熱に伴って放出できる材料を含むプラグまた
はセグメントの形態であってもよく、それは外側ラッパーによって取り囲まれてエアロゾ
ルを形成することができる。エアロゾル形成基体がこのようなプラグまたはセグメントの
形態である場合、外側ラッパーを含むプラグまたはセグメントの全体は、エアロゾル形成
基体であると見なされる。
【００２１】
　「遠位」「上流」「前方」、および「近位」「下流」「後方」という用語は、本発明に
関連して本明細書で使用される時、エアロゾル発生物品の、構成要素または構成要素の部
分の相対的位置を描写するために使用される。本発明によるエアロゾル発生物品は、使用
時にユーザーに送達するためにエアロゾルがエアロゾル発生物品を抜け出る近位端を備え
る。使用時に、エアロゾル発生物品によって発生したエアロゾルを吸い込むために、ユー
ザーはエアロゾル発生物品の近位端を吸い込む。
【００２２】
　可燃性炭素質熱源はエアロゾル発生物品の遠位端に位置するか、またはそれに近接する
。エアロゾル発生物品の近位端は、エアロゾル発生物品の遠位端の下流にある。また、エ
アロゾル発生物品の近位端は、エアロゾル発生物品の下流端として言及してもよく、エア
ロゾル発生物品の遠位端はまた、エアロゾル発生物品の上流端として言及してもよい。本
発明によるエアロゾル発生物品の成分または成分の部分は、エアロゾル発生物品の近位端
とエアロゾル発生物品の遠位端との間のこれらの相対的位置に基づき互いの上流または下
流にあると記述されうる。
【００２３】
　可燃性炭素質熱源は、前端面と、対向する後端面とを有する。可燃性炭素質熱源の前端
面は、可燃性炭素質熱源の上流端にある。可燃性炭素質熱源の上流端は、エアロゾル発生
物品の近位端から最も遠い可燃性炭素質熱源の末端である。可燃性炭素質熱源の後端面は
、可燃性炭素質熱源の下流端にある。可燃性炭素質熱源の下流端は、エアロゾル発生物品
の近位端に最も近い可燃性炭素質熱源の末端である。
【００２４】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「長手方向」という用語は、エアロゾル
発生物品の近位端とそれに向かい合った遠位端との間の方向を記述するために使用される
。
【００２５】
　「横断方向」という用語は、本明細書で使用される場合、長手方向に対して垂直な方向
を記述するために使用される。
【００２６】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「長さ」という用語は、エアロゾル発生
物品の構成要素のエアロゾル発生物品の長手方向における最大寸法を記述するために使用
される。
【００２７】
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　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「幅」という用語は、エアロゾル発生物
品の構成要素の喫煙物品の横断方向における最大寸法を記述するために使用される。
【００２８】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「内側表面」および「外側表面」という
用語は、それぞれ、エアロゾル発生物品の構成要素の横断方向に最も内側の表面、および
横断方向に最も外側の表面を記述するために使用される。
【００２９】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「サーモクロミック材料」という用語は
、所定のスイッチング温度で可視色変化を経る任意の材料を記述するために使用される。
【００３０】
　サーモクロミック材料は、温度が上昇する、または移行範囲となるのに伴って可視色変
化を経る。本発明に関連して本明細書で使用される場合、「スイッチング温度」という用
語は、サーモクロミック材料の可視色変化が完了する温度を記述するために使用される。
スイッチング温度は、サーモクロミック材料の色強度を測定することで判定されてもよい
。
【００３１】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、狭い移行範囲にわたって急激または瞬間的な可逆
性可視色変化を経る、１つ以上の可逆性サーモクロミック材料を含む熱インジケータを有
してもよい。代替的または追加的に、熱インジケータは、広い移行範囲にわたって緩やか
な可逆性可視色変化を経る、１つ以上の可逆性サーモクロミック材料を含んでもよい。
【００３２】
　有利には、第１のスイッチング温度は約３０℃～約８０℃である。例えば、第１のスイ
ッチング温度は、約３５℃～約８０℃、約４０℃～約８０℃、または約４５℃～約８０℃
としてもよい。
【００３３】
　有利には、第１のスイッチング温度は約７０℃未満であってもよい。
【００３４】
　有利には、第１のスイッチング温度は約３０℃～約７０℃である。例えば、第１のスイ
ッチング温度は、約３５℃～約７０℃、約４０℃～約７０℃、または約４５℃～約７０℃
としてもよい。
【００３５】
　有利には、第１のスイッチング温度は約６０℃未満であってもよい。
【００３６】
　有利には、第１のスイッチング温度は約３０℃～約６０℃である。例えば、第１のスイ
ッチング温度は、約３５℃～約６０℃、約４０℃～約６０℃、または約４５℃～約６０℃
としてもよい。
【００３７】
　有利には、第１のスイッチング温度は約５０℃未満であってもよい。
【００３８】
　有利には、第１のスイッチング温度は約３０℃～約５０℃としてもよい。例えば、第１
のスイッチング温度は、約３５℃～約５０℃、約４０℃～約５０℃、または約４５℃～約
５０℃としてもよい。
【００３９】
　有利には、第２のスイッチング温度は第１のスイッチング温度よりも低い。このような
実施形態では、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料は、少なくとも１つの可逆
性サーモクロミック材料が冷却に伴って第２の可逆性色変化を受ける第２のスイッチング
温度よりも高い第１のスイッチング温度における加熱に伴って第１の可逆性色変化を経る
。このような可逆性サーモクロミック材料は、本明細書では熱ヒステリシスを呈するもの
と言及される。
【００４０】
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　以下にさらに詳述するように、熱ヒステリシスを呈する少なくとも１つの可逆性サーモ
クロミック材料を含む熱インジケータを提供することは、可燃性熱がエアロゾル発生物品
を廃棄するのに十分に冷却される時についての視覚的通知を、熱インジケータが確実にユ
ーザーに提供するのを助ける「バッファ」を有利に提供する。
【００４１】
　以下にさらに詳述するように、熱ヒステリシスを呈する少なくとも１つの可逆性サーモ
クロミック材料を含む熱インジケータを提供することにより、熱インジケータを、熱ヒス
テリシスを呈さない少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料を含む熱インジケータ
よりも可燃性炭素質熱源からさらに下流に位置させることが可能となる。これは、熱劣化
またはその分解に起因して、揮発性化合物が少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材
料から放出されるリスクを有利に減少しうる。
【００４２】
　有利には、第２のスイッチング温度は第１のスイッチング温度よりも約３℃～約１５℃
低い。
【００４３】
　有利には、第２のスイッチング温度は第１のスイッチング温度よりも約３℃～約１２℃
低い。
【００４４】
　第２のスイッチング温度は第１のスイッチング温度よりも約３℃～約１０℃低くてもよ
い。
【００４５】
　第２のスイッチング温度は第１のスイッチング温度よりも約５℃～約８℃低くてもよい
。
【００４６】
　熱インジケータは、熱インジケータの温度が第１のスイッチング温度まで上昇するとき
に第１の着色状態から第２の着色状態への第１の可逆性可視色変化、および熱インジケー
タの温度が第２のスイッチング温度に下降するときの第２の着色状態から第１の着色状態
への第２の可逆性可視色変化を経る少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料を含み
うる。
【００４７】
　有利には、熱インジケータは、熱インジケータの温度が第１のスイッチング温度まで上
昇するときに第１の着色状態から実質的に無色状態への第１の可逆性可視色変化、および
熱インジケータの温度が第２のスイッチング温度に下降するときに実質的に無色状態から
第１の着色状態への第２の可逆性可視色変化を経る少なくとも１つの可逆性サーモクロミ
ック材料を含む。
【００４８】
　このような実施形態において、第１のスイッチング温度は、少なくとも１つの可逆性サ
ーモクロミック材料の「消失」温度を言及し、第２のスイッチング温度は少なくとも１つ
の可逆性サーモクロミック材料の「出現」温度を言及しうる。
【００４９】
　例えば、熱インジケータは、熱インジケータの温度が第１のスイッチング温度まで上昇
するときに青色から実質的に無色への第１の可逆性可視色変化、および熱インジケータの
温度が第２のスイッチング温度に下降するときに実質的に無色から青色への第２の可逆性
可視色変化を経る可逆性サーモクロミック材料から形成される１つ以上の印しを含み得る
。第１のスイッチング温度において、１つ以上の印しは「消失」する（実質的に無色のサ
ーモクロミック材料＝実質的に無色の印し）。ただし、第２のスイッチング温度では、１
つ以上の印しが「再現」する（青色のサーモクロミック材料＝青色の印し）。
【００５０】
　熱インジケータは、適切な任意の可逆性サーモクロミック材料を含みうる。例えば、熱
インジケータは、可逆性サーモクロミック液晶、可逆性サーモクロミック無機材料（例え
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ば、金属錯体）、可逆性サーモクロミック有機材料（例えば、ロイコ染料）およびそれら
の組み合わせからなる群から選択される１つ以上の材料を含みうる。
【００５１】
　適切な液晶は、コレステリルエステル（例えば、コレステリルノナノアート）およびシ
アノビフェニルを含むが、これらに限定されない。適切なロイコ染料は、スピロラクトン
（例えば、フルオランおよびクリスタルバイオレットラクトン）、スピロピラン、および
フルギドを含むが、これらに限定されない。
【００５２】
　有利には、熱インジケータは、熱インジケータの温度が第１のスイッチング温度まで上
昇するときに第１の可逆性可視色変化、および熱インジケータの温度が第２のスイッチン
グ温度に下降するときに第２の可逆性可視色変化を経る少なくとも１つのロイコ染料を含
む。
【００５３】
　有利には、熱インジケータは、熱インジケータの温度が第１のスイッチング温度まで上
昇するときに第１の着色状態から実質的に無色状態への第１の可逆性可視色変化、および
熱インジケータの温度が第２のスイッチング温度に下降するときに実質的に無色状態から
第１の着色状態への第２の可逆性可視色変化を経る少なくとも１つのロイコ染料を含む。
【００５４】
　熱インジケータは、１つ以上のマイクロ封入可逆性サーモクロミック材料を備えてもよ
い。
【００５５】
　例えば、熱インジケータは、ロイコ染料、発色剤（プロトン供与体）および極性溶媒を
含む、マイクロ封入可逆性サーモクロミック材料を含んでもよい。適切な発色剤は、例え
ば、ビスフェノールＡ、１、２、３トリアゾール類（例えば、１、２、３－ベンゾトリア
ゾールおよび１、２、３－トリアゾールエチル４－メチル－５－カルボン酸塩）、オクチ
ルｐ－ヒドロキシ安息香酸、メチルｐ－ヒドロキシ安息香酸、および４－ヒドロキシクマ
リン誘導体などの弱酸を含むが、これらに限定されない。適切な極性溶媒は、アルコール
類（例えば、ラウリルアルコールおよびセチルアルコール）エステール（例えば、ステア
リン酸ブチル）、ケトン類またはエーテル類を含むが、これらに限定されない。可逆性サ
ーモクロミック材料は、ロイコ染料および発色剤（プロトン供与体）および溶媒の両方と
して機能する弱酸を含みうる。使用時、発色剤は、極性溶媒の融点が可逆性可視色変化が
起こるスイッチング温度を制御する間に可逆性サーモクロミック混合物への可逆性色変化
を付与する。
【００５６】
　熱インジケータにおける使用に適した可逆性サーモクロミック材料は、粉末、インク、
塗料およびその他のコーティング組成物を含むがこれらに限定されない種々な剤形で市販
されている。本発明によるエアロゾル発生物品の熱インジケータにおける使用に適したマ
イクロ封入ロイコ染料は、Ｇｅｍ’ｉｎｎｏｖ（ジェムノ、フランス）からＬｉｖｅ　ｃ
ｏｌｏｒｓという商品名で、およびＴｈｅｒｍｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔｓ　Ｌｔｄ（デヴォン州ホニトン、イギリス）からＣｈｒｏｍａＺｏｎｅ（登録商標）
およびＴｈｅｒｍｏｓｔａｒ（登録商標）という商品名で市販されている。本発明による
エアロゾル発生物品の熱インジケータにおける使用に適したサーモクロミックインクの他
の供給者は、Ｃｈｒｏｍａｔｉｃ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｃ．（コロラド州コ
ロラドスプリングス、米国）、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｋ　Ｃｏｍｐａｎｙ（
ジョージア州ゲインズビル、米国）、Ｃｈｅｍｓｏｎｇ，　Ｉｎｃ．（イリノイ州グレン
エリン、米国）およびＬＣＲ　Ｈａｌｌｃｒｅｓｔ　ａｎｄ　Ｂ＆Ｈ　Ｃｏｌｏｕｒ　Ｃ
ｈａｎｇｅ（フリントシャーコナズ・キー、ウェールズ）を含むが、これらに限定されな
い。
【００５７】
　有利には、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料は、液体担体または媒体内に
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分散させた１つ以上のサーモクロミックロイコ染料、１つ以上のサーモクロミック顔料、
またはその組み合わせを含む。特に有利には、熱インジケータは、少なくとも１つのサー
モクロミックインクを含む。
【００５８】
　所定のスイッチング温度にまで加熱されるときに、種々の異なる第１の着色状態から種
々の異なる第２の着色状態への可逆性可視色変化を経る可逆性サーモクロミック材料は当
該技術において公知である。
【００５９】
　所定のスイッチング温度にまで加熱されるのに伴って、種々の異なる第１の着色状態か
ら実質的に無色状態への可逆性可視色変化を経る可逆性サーモクロミック材料は当該技術
において公知である。例えば、所定のスイッチング温度にまで加熱されるのに伴って、赤
色から実質的に無色への、黄色から実質的に無色への、緑色から実質的に無色への、およ
び青色から実質的に無色への、可逆性可視色変化を経るロイコ染料を含む可逆性サーモク
ロミック材料が公知である。
【００６０】
　熱インジケータは、同一のまたは異なる所定のスイッチング温度まで加熱されるのに伴
って、同一のまたは異なる第１の着色状態から実質的に無色状態への可逆性可視色変化を
経る、２つ以上の可逆性サーモクロミック材料を含んでもよい。
【００６１】
　このような実施形態では、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料は、熱インジ
ケータの温度が第１のスイッチング温度まで上昇するときに第１の可逆性可視色変化、お
よび熱インジケータの温度が第２のスイッチング温度に下降するときに第２の可逆性可視
色変化を経て、第１のスイッチング温度は約６０℃未満であり、第２のスイッチング温度
は第１のスイッチング温度以下である。
【００６２】
　例えば、熱インジケータは、第１のスイッチング温度への加熱に伴って青色から実質的
に無色への第１の可逆性可視色変化を経る第１の可逆性サーモクロミック材料と、所定の
スイッチング温度への加熱に伴って赤色から実質的に無色への第２の可逆性可視色変化を
受ける第２の可逆性サーモクロミック材料と、を含み得る。第２の可逆性サーモクロミッ
ク材料が、赤色から実質的に無色への第１の可逆性可視色変化を経る所定のスイッチング
温度は、第１の可逆性サーモクロミック材料が、青色から実質的に無色への第１の可逆性
可視色変化を受ける第１のスイッチング温度と、実質的に同一であるか、またはこれより
低い、またはこれより高くてもよい。
【００６３】
　熱インジケータは、同一のまたは異なる所定のスイッチング温度にまで加熱されるとき
に、同一のまたは異なる第１の着色状態から同一のまたは異なる第２の着色状態への第１
の可逆性可視色変化を経る、２つ以上の可逆性サーモクロミック材料を含んでもよい。
【００６４】
　少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料に加えて、熱インジケータは、熱インジ
ケータの温度が第３のスイッチング温度まで上昇するときに不可逆性可視色変化を経る、
少なくとも１つの不可逆性サーモクロミック材料をさらに含んでもよい。このような実施
形態では、第３のスイッチング温度は、第１のスイッチング温度と同一であっても異なっ
ていてもよい。
【００６５】
　例えば、熱インジケータは、第１のスイッチング温度への加熱に伴って第１の着色状態
から実質的に無色状態への第１の可逆性可視色変化を経る第１の可逆性サーモクロミック
材料と、所定のスイッチング温度への加熱に伴って実質的に無色状態から第２の着色状態
への不可逆性可視色変化を受ける第２の不可逆性サーモクロミック材料とを含みうる。第
２の非可逆性サーモクロミック材料が実質的に無色状態から第２の着色状態への不可逆性
可視色変化を経る所定のスイッチング温度は、第１の可逆性サーモクロミック材料が第１
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の着色状態から実質的に無色状態への第１の可逆性可視色変化を受ける第１のスイッチン
グ温度と実質的に同一であるか、またはこれより低い、またはこれより高くてもよい。
【００６６】
　熱インジケータは、熱インジケータの温度が第３のスイッチング温度にまで上昇すると
きに実質的無色状態から第３の着色状態への第３の不可逆性可視色変化を経る、少なくと
も１つの不可逆性サーモクロミック材料を含んでもよい。第３の可視色変化は不可逆性で
あるため、このような実施形態では、少なくとも１つの非可逆性サーモクロミック材料が
、熱インジケータの温度が引き続いて第２のスイッチング温度に下降するときに第３の着
色状態から実質的に無色状態へ戻る可視色変化を経ない。
【００６７】
　熱インジケータは、熱インジケータの温度が第３のスイッチング温度まで上昇するとき
に第３の着色状態から第４の着色状態への第３の不可逆性可視色変化を経る、少なくとも
１つの不可逆性サーモクロミック材料を含んでもよい。第３の可視色変化は不可逆性であ
るため、このような実施形態では、少なくとも１つの不可逆性サーモクロミック材料が、
熱インジケータの温度が引き続いて第２のスイッチング温度に下降するときに第４の着色
状態から第３の色状態無色状態へ戻る可視色変化を経ない。
【００６８】
　熱インジケータは、同一のまたは異なる所定のスイッチング温度にまで加熱されるとき
に、同一のまたは異なる第３の着色状態から実質的に無色状態への不可逆性可視色変化を
経る、２つ以上の不可逆性サーモクロミック材料を含んでもよい。
【００６９】
　熱インジケータは、同一のまたは異なる所定のスイッチング温度まで加熱されるときに
、同一のまたは異なる第３の着色状態から同一のまたは異なる第４の着色状態への不可逆
性可視色変化を経る、２つ以上の不可逆性サーモクロミック材料を含んでもよい。
【００７０】
　熱インジケータが２つ以上のサーモクロミック材料を含む場合、２つ以上のサーモクロ
ミック材料が同一または異なる量で熱インジケータ内に存在してもよい。
【００７１】
　例えば、熱インジケータが２つ以上の可逆性サーモクロミック材料を含む場合、２つ以
上の可逆性サーモクロミック材料が同一または異なる量で熱インジケータ内に存在しても
よい。同様に、熱インジケータが１つ以上の可逆性サーモクロミック材料と１つ以上の不
可逆性サーモクロミック材料とを含む場合、１つ以上の可逆性サーモクロミック材料と１
つ以上の不可逆性サーモクロミック材料とが同一または異なる量で熱インジケータ内に存
在してもよい。
【００７２】
　熱インジケータは、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料を適切な方法でエア
ロゾル発生物品の外側表面に適用または付着させることで形成されてもよい。例えば、少
なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料は、エアロゾル発生物品の外側表面に接着、
はけ塗り、被覆、型打ち、あるいは適用または付着されてもよい。
【００７３】
　熱インジケータは、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料をエアロゾル発生物
品の外側ラッパーに適用または付着させることで形成されてもよい。
【００７４】
　熱インジケータは、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料をエアロゾル発生物
品の外側ラッパーに直接適用または直接付着させることで形成されてもよい。
【００７５】
　熱インジケータは、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料をエアロゾル発生物
品の外側ラッパーを取り囲む紙の帯またはその他の材料に適用または付着させることで形
成されてもよい。このような実施形態では、少なくとも１つのサーモクロミック材料は、
エアロゾル発生物品の組み立ての前または後に、エアロゾル発生物品の外側ラッパーに直



(11) JP 6913093 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

接適用、あるいは直接付着されてもよい。
【００７６】
　有利には、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料は、エアロゾル発生物品の外
側表面上にプリントされる。特に有利には、熱インジケータは、少なくとも１つの可逆性
サーモクロミック材料をエアロゾル発生物品の外側ラッパーまたはエアロゾル発生物品の
外側ラッパーを取り囲む紙の帯またはその他の材料上に、インクジェット印刷、オフセッ
ト印刷、グラビア印刷またはフレキソ印刷することで形成される。
【００７７】
　熱インジケータは、これらに限定されないが、形状（例えば、点、線、環、円および多
角形）、テキスト（例えば、文字および単語）、数、画像（例えば、ロゴおよび絵）およ
びそれらの組み合わせを含む、１つ以上の印しを含みうる。１つ以上の印しは、エアロゾ
ル発生物品の外側表面上に、異なるパターンかつその長さに沿った長手方向の異なる位置
に提供されてもよい。
【００７８】
　少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料に加えて、熱インジケータは、少なくと
も１つの非サーモクロミック着色材料をさらに含んでもよい。例えば、熱インジケータは
、１つ以上の非サーモクロミック染料、１つ以上の非サーモクロミック顔料、またはそれ
らの組み合わせさらに含んでもよい。
【００７９】
　このような実施形態では、熱インジケータは、少なくとも１つの可逆性サーモクロミッ
ク材料と少なくとも１つの非サーモクロミック着色材料をエアロゾル発生物品の外側表面
に、別個にまたは組み合わせて適用することで形成されてもよい。
【００８０】
　例えば、熱インジケータは、１つ以上の可逆性サーモクロミック顔料または染料と１つ
以上の非サーモクロミック顔料または染料の混合物をエアロゾル発生物品の外側表面に適
用することで形成される１つ以上の印しを含んでもよい。
【００８１】
　例えば、熱インジケータは、非サーモクロミック着色材料のベース層をエアロゾル発生
物品の外側表面に適用した後に可逆性サーモクロミック材料の外側層を非サーモクロミッ
ク着色材料のベース層上に適用することで形成される１つ以上の印しを含みうる。
【００８２】
　少なくとも１つの非サーモクロミック着色材料を含む、本発明によるエアロゾル発生物
品の熱インジケータは、第１の色から第２の色への可逆性可視色変化によって、可燃性炭
素質熱源がエアロゾル発生物品を廃棄するのに十分に冷却される時についての視覚的通知
をユーザーに有利に提供しうる。
【００８３】
　例えば、熱インジケータは、熱インジケータの温度が第１のスイッチング温度まで上昇
するときに青色から実質的に無色への第１の可逆性可視色変化、および熱インジケータの
温度が第２のスイッチング温度に下降するときに実質的に無色から青色への第２の可逆性
可視色変化を経る第１の可逆性サーモクロミック材料と、黄色の非サーモクロミック材料
との混合物から形成される１つ以上の印しを含みうる。第１のスイッチング温度を上回る
温度において、１つ以上の印しは黄色を発現する（実質的に無色のサーモクロミック材料
＋黄色の非サーモクロミック材料＝黄色の印し）。ただし、第２のスイッチング温度を下
回る温度において、１つ以上の印しは緑色を発現する（青色のサーモクロミック材料＋黄
色の非サーモクロミック材料＝緑色の印し）。
【００８４】
　例えば、熱インジケータは、熱インジケータの温度が第１のスイッチング温度まで上昇
するときの青色から実質的に無色への第１の可逆性可視色変化、および熱インジケータの
温度が第２のスイッチング温度に下降するときの実質的に無色から青色への第２の可逆性
可視色変化を経る可逆性サーモクロミック材料の層によって被覆される赤色の非サーモク



(12) JP 6913093 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

ロミック材料から形成される１つ以上の印しを含んでもよい。第１のスイッチング温度を
上回る温度において、１つ以上の印しは目に見える（実質的に無色のサーモクロミック材
料＋非サーモクロミックの赤色の印し＝赤色の印し）ただし、第２のスイッチング温度を
下回る温度では、非サーモクロミックの赤色の印しを被覆する可逆性サーモクロミック材
料の青色の層のみが目に見える。
【００８５】
　少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料、および、存在する場合には、不可逆性
サーモクロミック材料とその中の非サーモクロミック材料の適切な選択を通して、本発明
によるエアロゾル発生物品の熱インジケータは、１つ以上の所望の温度で１つ以上の所望
の視覚的通知をユーザーに有利に提供しうることが理解される。
【００８６】
　有利には、少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料の第２の可逆性可視色変化は
、エアロゾル発生物品の可燃性炭素質熱源が、エアロゾル発生物品を廃棄するのに十分に
冷却される時についての視覚的通知をユーザーに提供する。
【００８７】
　例えば、上述するように、エアロゾル発生物品を廃棄しうる時についての視覚的通知を
ユーザーに提供するために、熱インジケータは熱インジケータの温度が第２のスイッチン
グ温度に下降するときに実質的に無色状態から第１の着色状態への第２の可逆性可視色変
化を経る少なくとも１つの可逆性サーモクロミック材料から形成される１つ以上の印しを
含んでもよく、この印は、エアロゾル発生物品の可燃性炭素質熱源が、エアロゾル発生物
品を廃棄するのに十分に冷却されている時のみ目に見える。
【００８８】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、エアロゾル発生物品の構成および寸法に応じて、
その外側表面上の異なる長手方向位置に提供される熱インジケータを有してもよい。
【００８９】
　熱インジケータは、エアロゾル発生物品の外側表面に沿って長手方向に延びてもよい。
例えば、熱インジケータは、エアロゾル発生物品の外側表面に沿って長手方向に間隙を介
した複数の印し、またはエアロゾル発生物品の外側表面に沿った長手方向に延びる１つ以
上の細長い印しを含んでもよい。
【００９０】
　熱インジケータは、エアロゾル発生物品の外側表面の周りに横断方向に延びてもよい。
例えば、熱インジケータは、エアロゾル発生物品の外側表面の周りに横断方向に間隙を介
した複数の印し、またはエアロゾル発生物品の外側表面の周りに横断方向に延びる１つ以
上の細長い印しを含んでもよい。
【００９１】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の少なくとも約５ミリメートル下流に
ある。
【００９２】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の少なくとも約１０ミリメートル下流
にあってもよい。
【００９３】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の少なくとも約１５ミリメートル下流
にあってもよい。
【００９４】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の少なくとも約４５ミリメートル下流
にある。
【００９５】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約５ミリメートル～約４５ミリメー
トル下流にある。
【００９６】
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　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約１０ミリメートル～約４５ミリメ
ートル下流にあってもよい。
【００９７】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約１５ミリメートル～約４５ミリメ
ートル下流にあってもよい。
【００９８】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約４０ミリメートル以下下流にあっ
てもよい。
【００９９】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約５ミリメートル～約４０ミリメー
トル下流にあってもよい。
【０１００】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約１０ミリメートル～約４０ミリメ
ートル下流にあってもよい。
【０１０１】
　有利には、熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約１５ミリメートル～約４０ミリメ
ートル下流にあってもよい。
【０１０２】
　熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約３５ミリメートル以下下流にあってもよい。
【０１０３】
　熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約５ミリメートル～約３５ミリメートル下流に
あってもよい。
【０１０４】
　熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約１０ミリメートル～約３５ミリメートル下流
にあってもよい。
【０１０５】
　熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の約１５ミリメートル～約３５ミリメートル下流
にあってもよい。
【０１０６】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、非ブラインド可燃性炭素質熱源を含んでもよい。
【０１０７】
　本発明に関連して本明細書に使用される場合、「非ブラインド」という用語は、可燃性
炭素質熱源の前端面から後端面まで延びる少なくとも１つの気流チャネルを含む可燃性炭
素質熱源を記述するために使用される。
【０１０８】
　本発明に関連して本明細書に使用される場合、「気流チャネル」という用語は、ユーザ
ーによる吸入のために引き出される場合がある空気が通る可燃性炭素質熱源の長さに沿っ
て延びる流路を記述するために使用される。
【０１０９】
　非ブラインド可燃性炭素質熱源を含む本発明によるエアロゾル発生物品は、非ブライン
ド可燃性熱源と１つ以上の気流チャネルとの間に不燃性の実質的に不通気性のバリアを含
んでもよい。
【０１１０】
　非ブラインド可燃性炭素質熱源と１つ以上の気流チャネルとの間のバリアは、非ブライ
ンド可燃性炭素質熱源に接着またはその他の方法で付着されうる。
【０１１１】
　有利には、バリアは１つ以上の気流チャネルの内側表面の上に提供される不燃性の実質
的に不通気性のバリア被覆を備える。このような実施形態では、有利には、バリアは１つ
以上の気流チャネルの少なくとも実質的に内側表面全体の上に提供されるバリア被覆を備
える。さらに有利には、バリアは１つ以上の気流チャネルの内側表面全体の上に提供され
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るバリア被覆を備える。
【０１１２】
　有利には、本発明による喫煙物品は、ブラインド可燃性炭素質熱源を含む。
【０１１３】
　本発明に関連して本明細書に使用される場合、「ブラインド」という用語は、可燃性炭
素質熱源の前端面から後端面まで延びるいかなる気流チャネルも含まない可燃性炭素質熱
源を記述するために使用される。
【０１１４】
　本発明に関連して本明細書に使用される場合、「ブラインド」という用語は、可燃性炭
素質熱源の前端面から可燃性炭素質熱源の後端面まで延びる１つ以上の気流チャネルを含
む可燃性炭素質熱源を記述するためにも使用され、可燃性炭素質熱源の後端面とエアロゾ
ル形成基体バリアとの間の不燃性の実質的に不通気性のバリアは、空気が可燃性炭素質熱
源の長さに沿って１つ以上の気流チャネルを通して引き出されるのを阻止する。
【０１１５】
　ブラインド可燃性熱源を含む本発明によるエアロゾル発生物品は、エアロゾル発生物品
の中へと空気を引き出すための可燃性熱源の後端面の下流の１つ以上の空気吸込み口も備
える。
【０１１６】
　有利には、可燃性炭素質熱源の炭素含有量は、可燃性炭素質熱源の乾燥重量の少なくと
も約３５パーセントであり、少なくとも約４０パーセントであることがより好ましく、少
なくとも約４５パーセントであることが最も好ましい。
【０１１７】
　可燃性炭素質熱源は、１つ以上の適切な炭素含有材料から形成されてもよい。
【０１１８】
　１つ以上の結合剤を、１つ以上の炭素含有材料と組み合わせてもよい。このような実施
形態では、可燃性炭素質熱源は、１つ以上の有機結合剤、１つ以上の無機結合剤、または
１つ以上の有機結合剤と１つ以上の無機結合剤との組み合わせを含みうる。
【０１１９】
　可燃性炭素質熱源は、可燃性炭素質熱源の特性を改善するために１つ以上の添加剤を含
みうる。適切な添加剤は、可燃性炭素質熱源の強化を促進する添加剤（例えば、焼結助剤
）、可燃性炭素質熱源の点火を促進する添加剤（例えば、過塩素酸塩、塩素酸塩、硝酸塩
、過酸化物、過マンガン酸塩、ジルコニウムおよびこれらの組み合わせなどの酸化剤）、
可燃性炭素質熱源の燃焼を促進する添加剤（例えば、クエン酸カリウムなどのカリウムお
よびカリウム塩）および可燃性炭素質熱源の燃焼によって生成される１つ以上の気体の分
解を促進する添加剤（例えば、ＣｕＯ、Ｆｅ2Ｏ3およびＡｌ2Ｏ3などの触媒）を含むが限
定されない。
【０１２０】
　有利には、可燃性炭素質熱源は、少なくとも１つの点火補助剤を含む。有利には、可燃
性炭素質熱源は、ＷＯ－Ａ１－２０１２／１６４０７７号に記述されているように、少な
くとも１つの点火補助剤を含んでもよい。
【０１２１】
　有利には、可燃性炭素質熱源は、プレス加工または押出工程により形成される。さらに
有利には、可燃性炭素質熱源は、プレス加工により形成される。
【０１２２】
　有利には、可燃性炭素質熱源の長さは、約７ミリメートル～約１７ミリメートルであり
、約７ミリメートル～約１５ミリメートルであることがより好ましく、約７ミリメートル
～約１３ミリメートルであることが最も好ましい。
【０１２３】
　有利には、可燃性炭素質熱源の幅は約５ミリメートル～約９ミリメートルであり、約７
ミリメートル～約８ミリメートルであることがより好ましい。
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【０１２４】
　エアロゾル形成基体は可燃性炭素質熱源の中、周り、または下流に位置してもよい。有
利には、エアロゾル形成基体は、可燃性炭素質熱源の下流にある。
【０１２５】
　エアロゾル形成基体が可燃性炭素質熱源の下流にある実施形態では、熱インジケータは
、エアロゾル形成基体に重なるエアロゾル発生物品の外側表面上に提供されてもよい。
【０１２６】
　可燃性炭素質熱源がブラインド可燃性熱源であって、エアロゾル形成基体がブラインド
可燃性炭素質熱源の下流にある実施形態では、本発明によるエアロゾル発生物品は、エア
ロゾル発生物品の周辺の周りに１つ以上の空気吸込み口を有利に含む。より有利には、こ
のような実施形態では、本発明によるエアロゾル発生物品は、エアロゾル形成基体の下流
端の近くに位置する１つ以上の空気吸込み口を備える。
【０１２７】
　有利には、エアロゾル形成基体が可燃性炭素質熱源の下流にある実施形態では、熱イン
ジケータは、エアロゾル形成基体の下流のエアロゾル発生物品の外側表面上に提供される
。
【０１２８】
　エアロゾル形成基体は固体のエアロゾル形成基体であってもよい。固体のエアロゾル形
成基体は、例えば、加熱に反応して揮発性化合物を放出することができる材料の粉末、顆
粒、ペレット、断片、スパゲティストランド、細片またはシートのうちの１つ以上を含ん
でもよい。固体エアロゾル形成基体は、容器に入っていない形態にしてもよく、または適
切な容器またはカートリッジを提供してもよい。
【０１２９】
　エアロゾル形成基体は、固体および液体の両方の成分を含んでもよい。
【０１３０】
　有利には、エアロゾル形成基体はニコチンを含む。より有利には、エアロゾル形成基体
は、たばこを含む。
【０１３１】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、少なくとも１つのエアロゾル形成剤および加熱に
反応して揮発性化合物を放出することができる材料を含む、エアロゾル形成基体を有利に
備える。エアロゾル形成基体は、湿潤剤、風味剤、結合剤およびそれらの混合物を含むが
それらに限定されない、その他の添加剤および成分を含んでもよい。
【０１３２】
　少なくとも一つのエアロゾル形成体は、使用時に、密度が高く安定したエアロゾルの形
成を促進し、エアロゾル発生物品の使用温度で実質的に熱劣化耐性のある任意の適切な公
知の化合物または化合物の混合物としうる。適切なエアロゾル形成剤は当技術分野で公知
であり、例えば、多価アルコール、多価アルコールのエステル（グリセロールモノアセタ
ート、ジアセタートまたはトリアセタートなど）、およびモノカルボン酸、ジカルボン酸
またはポリカルボン酸の脂肪族エステル（ドデカン二酸ジメチルおよびテトラデカン二酸
ジメチルなど）を含む。本発明のエアロゾル発生物品における使用のための好ましいエア
ロゾル形成体は、トリエチレングリコール、１，３－ブタンジオール、および最も好まし
いグリセリンなどの、多価アルコールまたはこれらの混合物である。
【０１３３】
　加熱に反応して揮発性化合物を発することができる材料は、植物由来材料の装填でもよ
い。加熱に反応して揮発性化合物を発することができる材料は、均質化した植物由来材料
の装填でもよい。例えば、エアロゾル形成基体は、植物に由来する１つ以上の材料を含ん
でもよく、たばこ、茶（例えば緑茶）、ハッカ、月桂樹、ユーカリ、バジル、セージ、ビ
ジョザクラ、およびタラゴンを含むが限定されない。
【０１３４】
　有利には、加熱に反応して揮発性化合物を発することができる材料は、たばこ由来材料
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の装填であり、最も有利には、均質化したたばこ由来材料の装填である。
【０１３５】
　エアロゾル形成基体は、紙またはその他の材料の外側ラッパーによって取り囲まれる加
熱に反応して揮発性化合物を発することができる材料を含むプラグまたはセグメントの形
態としうる。前述のように、エアロゾル形成基体がこのようなプラグまたはセグメントの
形態である場合、任意の外側ラッパーを含むプラグまたはセグメントの全体はエアロゾル
形成基体であると見なされる。
【０１３６】
　有利には、エアロゾル形成基体はプラグラップに包まれるたばこ由来材料のプラグを備
えうる。さらに有利には、エアロゾル形成基体はプラグラップに包まれる均質化したたば
こ由来材料のプラグを備えうる。
【０１３７】
　有利には、エアロゾル形成基体の長さは、約５ミリメートル～約２０ミリメートルであ
り、約６ミリメートル～約１５ミリメートルであることがより好ましく、約７ミリメート
ル～約１２ミリメートルであることが最も好ましい。
【０１３８】
　本発明による喫煙物品は、少なくとも可燃性炭素質熱源の後方部分および少なくともエ
アロゾル形成基体の前方部分の周りに１つ以上の熱伝導性要素をさらに含むことが好まし
い。
【０１３９】
　エアロゾル形成基体が可燃性炭素質熱源の下流にある実施形態では、本発明によるエア
ロゾル発生物品は、少なくとも可燃性炭素質熱源の後方部分とエアロゾル形成基体の少な
くとも前方部分との両方の周りにあり、それと直に接触して熱伝導性要素を有利に備えて
もよい。このような実施形態では、熱伝導性要素は、可燃性炭素質熱源とエアロゾル形成
基体との間に熱リンクを提供し、また容認可能なエアロゾルを提供するために可燃性炭素
質熱源からエアロゾル形成基体への適切な熱伝達を容易にするのに有利に役立つ。
【０１４０】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、熱伝導性要素と可燃性炭素質熱源およびエアロゾ
ル形成基体のうちの一方または両方との間に直接接触がないように、可燃性炭素質熱源お
よびエアロゾル形成基体のうちの一方または両方から間隙を介した熱伝導性要素を備えて
もよい。
【０１４１】
　有利には、１つ以上の熱伝導性要素は、不燃性である。
【０１４２】
　１つ以上の熱伝導性要素は酸素制限性であってもよい。言い換えれば、１つ以上の熱伝
導性要素は、熱伝導性要素を通る酸素の通過を抑制または抵抗しうる。
【０１４３】
　本発明によるエアロゾル発生物品における使用のための適切な熱伝導性要素は、金属箔
ラッパー、例えばアルミ箔ラッパー、鋼鉄ラッパー、鉄箔ラッパーおよび銅箔ラッパーな
ど、および金属合金箔ラッパーを含むが、これらに限定されない。
【０１４４】
　エアロゾル形成基体が可燃性炭素質熱源の下流にある実施形態では、本発明によるエア
ロゾル発生物品は、可燃性炭素質熱源の後端面とエアロゾル形成基体との間に不燃性の実
質的に不通気性のバリアを有利に含みうる。
【０１４５】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「不燃性の」という用語は、その燃焼お
よび点火の間、可燃性炭素質熱源によって達した温度にて実質的に不燃性であるバリアを
記述するために使用される。
【０１４６】
　バリアは可燃性炭素質熱源の後端面およびエアロゾル形成基体の一方または両方に隣接



(17) JP 6913093 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

してもよい。あるいは、バリアは可燃性炭素質熱源の後端面およびエアロゾル形成基体の
一方または両方から間隙を介していてもよい。
【０１４７】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「隣接する」という用語は、別の構成要
素、または構成要素の部分に直に接触する構成要素、または構成要素の部分を記述するた
めに使用される。
【０１４８】
　バリアは可燃性炭素質熱源の後端面およびエアロゾル形成基体の一方または両方に付着
されても、またはその他の方法で貼り付けられてもよい。
【０１４９】
　有利には、バリアは、不燃性の、可燃性炭素質熱源の後端面の上に提供される実質的に
不通気性のバリア被覆を含む。このような実施形態では、有利には、バリアは少なくとも
実質的に可燃性炭素質熱源の後端面全体の上に提供されるバリア被覆を含む。さらに有利
には、バリアは、可燃性炭素質熱源の後端面全体の上に提供されるバリア被覆を含む。
【０１５０】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、可燃性熱源の前端面を少なくとも部分的にカバー
するように構成されたキャップをさらに備えてもよく、キャップは、可燃性炭素質熱源の
点火の前に可燃性炭素質熱源の前端面を露出するように取り外し可能である。有利には、
キャップは、エアロゾル発生物品の使用前に可燃性炭素質熱源を保護する。
【０１５１】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「キャップ」という用語は、可燃性炭素
質熱源の前端面を含む、エアロゾル発生物品の遠位端を実質的に囲む保護カバーを記述す
るために使用される。
【０１５２】
　例えば、本発明によるエアロゾル発生物品は、エアロゾル発生の遠位端に虚弱線におい
て取り付けられた取り外し可能キャップを含んでもよく、ＷＯ－Ａ１－２０１４／０８６
９９８号に記述されるように、キャップはラッパーによって取り囲まれる材料の円柱状プ
ラグを備える。
【０１５３】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、その近位端に位置するマウスピースをさらに備え
る。
【０１５４】
　有利には、マウスピースは濾過効率が低く、さらに有利には、濾過効率が非常に低い。
【０１５５】
　マウスピースは単一のセグメントであっても、または構成要素マウスピースであっても
よい。
【０１５６】
　マウスピースはマルチセグメントマウスピースであっても、または複数構成要素マウス
ピースであってもよい。
【０１５７】
　マウスピースは、適切な公知の濾過材料を含む１つ以上のセグメントを含むフィルター
を含んでもよい。適切な濾過材料は当技術分野で公知であり、酢酸セルロースおよび紙を
含むが、これらに限定されない。
【０１５８】
　マウスピースは吸収剤、吸着剤、風味剤、およびその他のエアロゾル変性剤および添加
剤またはその組み合わせを含む１つ以上のセグメントを含みうる。
【０１５９】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、エアロゾル形成基体とマウスピースの間に移動要
素を有利に含みうる。
【０１６０】
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　移動要素はエアロゾル形成基体およびマウスピースの一方または両方に隣接してもよい
。あるいは、移動要素はエアロゾル形成基体およびマウスピースの一方または両方から間
隙を介していてもよい。
【０１６１】
　移動要素の包含は、可燃性炭素質熱源からエアロゾル形成基体への熱伝達によって生成
されるエアロゾルの冷却を有利に可能にする。移動要素の包含は、エアロゾル発生物品の
全長を、移動要素の長さの適切な選択により所望の値、例えば従来の紙巻たばこの長さに
類似した長さに調整することも有利に可能にする。
【０１６２】
　移動要素の長さは、約７ｍｍ～約５０ｍｍ、例えば約１０ｍｍ～約４５ｍｍ、または約
１５ｍｍ～約３０ｍｍであってもよい。移動要素の長さは、エアロゾル発生物品の所望の
全長およびエアロゾル発生物品内のその他の成分の存在および長さに依存して、その他の
長さであってもよい。
【０１６３】
　有利には、移動要素は少なくとも１つの端の開いた管状中空体を備える。このような実
施形態では、使用時、エアロゾル発生物品の中へと引き出される空気は、それがエアロゾ
ル発生物品を通って下流にエアロゾル形成基体からマウスピースまで通過する時に、少な
くとも１つの端の開いた管状中空体を通って通過する。
【０１６４】
　移動要素は、可燃性炭素質熱源からエアロゾル形成基体への熱の伝達によって生成され
たエアロゾルの温度で実質的に熱的に安定している１つ以上の適切な材料から形成される
少なくとも１つの端の開いた管状中空体を含んでもよい。適切な材料は当技術分野で公知
であり、紙、ボール紙、プラスチック、このような酢酸セルロース、セラミックおよびこ
れらの組み合わせを含むが限定されない。
【０１６５】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、エアロゾル形成基体とマウスピースの間にエアロ
ゾル冷却要素を有利に含みうる。エアロゾル冷却要素は複数の長手方向に延びる流路を含
んでもよい。
【０１６６】
　エアロゾル冷却要素は、金属箔、重合体材料および実質的に非多孔性の紙またはボール
紙から成る群より選択される材料シートの集合体を含んでもよい。
【０１６７】
　エアロゾル冷却要素は、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリ塩化ビ
ニル（ＰＶＣ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、酢酸セ
ルロース（ＣＡ）およびアルミ箔から成る群より選択される材料シートの集合体を含んで
もよい。
【０１６８】
　有利には、エアロゾル冷却要素は、ポリ乳酸（ＰＬＡ）またはＭａｔｅｒ－Ｂｉ(登録

商標)の等級（デンプンベースのコポリエステルの市販のファミリー）などの生物分解性
高分子材料のシートの集合体を含んでもよい。
【０１６９】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、望ましい任意の長さを有しうる。例えば、本発明
によるエアロゾル発生物品は、約６５ミリメートル～約１００ミリメートルの全長を有し
てもよい。
【０１７０】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、喫煙物品、例えば、可燃性リットエンド紙巻たば
こなどをシミュレートしてもよい。
【０１７１】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、望ましい任意の幅を有しうる。例えば、本発明に
よるエアロゾル発生物品は、約５ミリメートル～約１２ミリメートルの幅を有してもよい
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。
【０１７２】
　エアロゾル形成基体が可燃性炭素質熱源の下流にある実施形態では、本発明によるエア
ロゾル発生物品は、エアロゾル形成基体と、可燃性炭素質熱源の少なくとも後方部分とを
取り囲む外側ラッパーを有利に含む。外側ラッパーは、エアロゾル発生物品が組み立てら
れる時にエアロゾル発生物品の可燃性炭素質熱源およびエアロゾル形成基体を握持するべ
きである。
【０１７３】
　エアロゾル形成基体が可燃性炭素質熱源の下流にある実施形態では、本発明によるエア
ロゾル発生物品は、エアロゾル形成基体と、可燃性炭素質熱源の少なくとも後方部分と、
エアロゾル形成基体の下流にある喫煙物品の任意の他の構成要素と、を取り囲む外側ラッ
パーをさらに有利に含む。
【０１７４】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、任意の適切な材料または材料の組み合わせから形
成される外側ラッパーを含んでもよい。適切な材料は当技術分野で公知であり、紙巻たば
こ用紙を含むが、これに限定されない。
【０１７５】
　本発明によるエアロゾル発生物品は公知の方法および機械を使用して組み立てられても
よい。
【０１７６】
　誤解を避けるために、本発明の１つの態様に関する上述の特徴は、本発明の他の態様に
適用されてもよい。特に、本発明によるエアロゾル発生物品に対する上述の特徴はまた、
本発明による方法に適切な場合、関連し得るとともに、逆もまた同じである。
【０１７７】
　本発明を、添付図面を参照しながら、例証としてのみであるがさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１７８】
【図１】図１は、本発明の実施形態によるエアロゾル発生物品の概略的な長手方向断面を
示す図である。
【図２】図２は、本発明の具体的な実施形態による均質化したたばこ材料を製造する方法
の流れ図を示す。
【発明を実施するための形態】
【０１７９】
　図１は本発明の実施形態によるエアロゾル発生物品の概略的な長手方向断面を示す。
　図１に示した本発明によるエアロゾル発生２は、同軸配列で当接する、前端面６および
対向する後端面８を有する可燃性炭素質熱源４、エアロゾル形成基体１０、移動要素１２
、エアロゾル冷却要素１４、スペーサー要素１６、およびマウスピース１８を備える。図
１に示すように、エアロゾル形成基体１０、移動要素１２、およびブラインド可燃性熱源
４の後方部分は、１つに薄層形成された外側ラッパー２０によって包まれる。１つに薄層
形成された外側ラッパー２０は、紙の内部層とアルミ箔の外側層（図示せず）を含む。
【０１８０】
　可燃性炭素質熱源４は、円柱状ブラインド炭素質可燃性熱源であり、エアロゾル発生物
品２の遠位端に位置する。図１に示したように、アルミ箔のディスクの形態の不燃性の実
質的に不通気性のバリア２２は、ブラインド可燃性炭素質熱源４の後端面８とエアロゾル
形成基体１０との間に提供される。バリア２２は、可燃性炭素質熱源４の後端面８上へア
ルミ箔のディスクをプレスすることによって可燃性炭素質熱源４の後端面８に適用され、
可燃性炭素質熱源４の後端面８およびエアロゾル形成基体１０に隣接する。
【０１８１】
　エアロゾル形成基体１０は、ブラインド可燃性炭素質熱源４の後端面８に適用されるバ
リア２２の下流のすぐ近くに位置する。エアロゾル形成基体１０は、プラグラップ２６に
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包まれたエアロゾル形成体としてグリセリンを含む均質化したたばこベース材料２４の円
柱状プラグを備える。
【０１８２】
　移動要素１２はエアロゾル形成基体１０の下流のすぐ近くに位置し、円柱状の端の開い
た中空の酢酸セルロースチューブ２８を含む。
【０１８３】
　エアロゾル冷却要素１４は移動要素１２の下流のすぐ近くに位置し、例えば、ポリ乳酸
などの生物分解性高分子材料のシートの集合体を備える。
【０１８４】
　スペーサー要素１６はエアロゾル冷却要素１４の下流のすぐ近くに位置し、円柱状の端
の開いた中空の紙またはボール紙管を備える。
【０１８５】
　マウスピース１８はスペーサー要素１６の下流のすぐ近くに位置する。図１に示したよ
うに、マウスピース１８はエアロゾル発生物品２の近位端に位置し、フィルタプラグラッ
プに包まれた、例えば非常に低い濾過効率の酢酸セルローストウなどの適切な濾過材料３
０の円柱状プラグを含む。
【０１８６】
　エアロゾル発生物品２は、マウスピース１８、エアロゾル冷却要素１４、スペーサー要
素１６および移動要素１２に重なる外側ラッパー２０の下流端部を取り囲むチッピングペ
ーパーの帯３８をさらに備える。
【０１８７】
　図１に示したように、エアロゾル発生物品２は、ブラインド可燃性熱源４の後方部分４
ｂおよびエアロゾル形成基体１０の前方部分１０ａの周りにあり、またそれと直に接触す
る、アルミ箔の熱伝導性要素３４をさらに備える。
【０１８８】
　図１に示す本発明によるエアロゾル発生物品２は、エアロゾル形成基体１０の周辺の周
りに１つ以上の第１の空気吸込み口３６を備える。図１に示すように、第一の空気吸込み
口３６の周囲配置は、エアロゾル形成基体１０のプラグラップ２６および上にある外側ラ
ッパー２０に提供されて、冷気（図１で点線矢印によって示した）をエアロゾル形成基体
１０へと入れる。
【０１８９】
　熱インジケータは、可燃性炭素質熱源の下流でエアロゾル発生物品２の外側表面上に提
供される。熱インジケータは、例えば、位置Ｐ１、Ｐ２、またはＰ３においてエアロゾル
発生物品を取り囲む可逆性サーモクロミックインクのリングを含む。可逆性サーモクロミ
ックインクのリングは、位置Ｐ１においてエアロゾル発生物品２の外側ラッパー２０に直
接適用されてもよく、あるいは、位置Ｐ２またはＰ３においてエアロゾル発生物品２のチ
ッピングペーパーの帯３８に直接適用されてもよい。別の方法として、可逆性サーモクロ
ミックインクのリングは、位置Ｐ１において外側ラッパー２０を取り囲む、あるいは位置
Ｐ２またはＰ３においてチッピングペーパーの帯３８を取り囲む、紙の帯（図示せず）に
適用されてもよい。
【０１９０】
　可逆性サーモクロミックインクは、熱インジケータの温度が５０℃を下回る第１のスイ
ッチング温度まで上昇するときに青色から無色への第１の可逆性可視色変化、および熱イ
ンジケータの温度が第１のスイッチング温度よりも低い第２のスイッチング温度に下降す
るときに無色から青色への第２の可逆性可視色変化を経るロイコ染料を含む。
【０１９１】
　使用時、ユーザーは、可燃性炭素質熱源４を点火する。可燃性炭素質熱源４が点火され
ると、ユーザーはエアロゾル発生物品２のマウスピース１８を吸う。ユーザーがマウスピ
ース１８で吸う時、冷気（図１に点線矢印によって示す）は、第１の空気吸込み口３６を
通ってエアロゾル発生物品２のエアロゾル形成基体１０の中へと引き出される。
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【０１９２】
　エアロゾル形成基体１０の前方部分１０ａは、可燃性炭素質熱源４およびバリア２２の
後端面８ならびに熱伝導性要素３４を通して伝導によって加熱される。可燃性炭素質熱源
４の点火に続いて、エアロゾル発生物品２の温度が増大し始める。熱インジケータの温度
が第１のスイッチング温度まで上昇すると、可逆性サーモクロミックインクのリングにお
けるロイコ染料が青色から無色への第１の可逆性可視色変化を経て、リングが「消失」す
る。これは、エアロゾル発生物品２の可燃性炭素質熱源４の温度がエアロゾル発生物品２
を廃棄するのには高温すぎるとの視覚的通知をユーザーに提供する。
【０１９３】
　伝導によるエアロゾル形成基体１０の加熱は、均質化したたばこベース材料２４のプラ
グからグリセリンおよびその他の揮発性および半揮発性化合物を放出する。エアロゾル形
成基体１０から放出される化合物は、それがエアロゾル形成基体１０を通して流れるにつ
れて、第一の空気吸込み口３６を介してエアロゾル発生物品２のエアロゾル形成基体１０
に引き出される空気に混入されるエアロゾルを形成する。引き出された空気および混入さ
れたエアロゾル（図１に破線の矢印によって示す）は、移動要素１２の円柱状の端の開い
た中空の酢酸セルロースチューブ２８、エアロゾル冷却要素１４、およびスペーサー要素
１６の内部を通って下流に通過し、ここで冷却し凝縮する。冷却された引き込まれた空気
および混入されたエアロゾルは、マウスピース１８を通って下流に流れ、エアロゾル発生
物品２の近位端を通ってユーザーに送達される。可燃性炭素質熱源４の後端面８の上の不
燃性の実質的に不通気性のバリア２２は、使用時に、エアロゾル発生物品２を通って引き
出される空気が可燃性炭素質熱源４と直接接触しないように、エアロゾル発生物品２を通
って引き出された空気から可燃性炭素質熱源４を分離する。
【０１９４】
　エアロゾル発生物品２の使用後、ユーザーは、エアロゾル発生物品２の可燃性熱源４を
消火する。
【０１９５】
　可燃性炭素質熱源４が消火されると、エアロゾル発生物品２の温度が低下し始める。熱
インジケータの温度が第２のスイッチング温度に下降すると、可逆性サーモクロミックイ
ンクのリングにおけるロイコ染料が無色から青色への第２の可逆性可視色変化を経て、リ
ングが「再現」する。これは、エアロゾル発生物品２の可燃性炭素質熱源４がエアロゾル
発生物品２を廃棄するのに十分に低温に冷却されたとの視覚的通知をユーザーに提供する
。
【実施例】
【０１９６】
　図１に示した本発明の実施形態に従ったエアロゾル発生物品は、表１に示した寸法を有
して組み立てられる。３つの実施例のエアロゾル発生物品の熱インジケータは、Ｔｈｅｒ
ｍｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ　Ｌｔｄ（英国、デヴォン州ホニトン）
によって供給される異なる可逆性サーモクロミックインクを含む。異なる可逆性サーモク
ロミックインクのそれぞれは、熱インジケータの温度が表１に示されるそれぞれの第１の
スイッチング温度まで上昇するときに青色から無色への第１の可逆性可視色変化、および
熱インジケータの温度が表１に示されるそれぞれの第２のスイッチング温度に下降すると
きに無色から青色への第２の可逆性可視色変化を経る。各実施例において、可逆性サーモ
クロミックインクのリングは、表１に示されるそれぞれの位置においてエアロゾル発生物
品の表面に付着される長さ１０ｍｍの紙の帯に適用される。
【０１９７】
　各実施例における３つのエアロゾル発生物品の可燃性熱源を点火し、カナダ保健省喫煙
形態の下で喫煙機械を用いてエアロゾル発生物品を喫煙し、合計実験時間約１０００秒に
わたって追加冷却（吸煙なし）する。各実施例において、８分（４８０秒）後のエアロゾ
ル発生物品の可燃性熱源の前端面の温度は約３００℃未満である。各実施例において、１
０分（６００秒）後のエアロゾル発生物品の可燃性熱源の前端面の温度は約５０℃未満で
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ある。
【０１９８】
　実験中の熱インジケータの位置におけるエアロゾル発生物品の表面温度を赤外線（ＩＲ
）カメラを使用して測定する。実施例１の３つのエアロゾル発生物品の結果を図２に示す
。
【０１９９】
　各実施例において、第１の吸煙後に可逆性サーモクロミックインクのリングが完全に「
消失」し、吸煙間に可逆性サーモクロミックインクのリングの「再現」はない。図１およ
び表２に示すように、実施例１および２において、エアロゾル発生物品の冷却に伴う可逆
性サーモクロミックインクのリングの「再現」は、エアロゾル発生物品の可燃性炭素質熱
源の前端面の温度が約３００℃未満であるとの視覚的通知をユーザーに有利に提供する。
表１に示すように、実施例３において、エアロゾル発生物品の冷却に伴う可逆性サーモク
ロミックインクのリングの「再現」は、エアロゾル発生物品の可燃性炭素質熱源の前端面
の温度が約５０℃を下回るとの視覚的通知をユーザーに有利に提供する。
【０２００】
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表1
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